









Current Status and Future Prospects of Regional Revitalization Focusing on 
Tourism Resources 
～Relationship Between The Opening of The Motorway and The Revitalization 










の 3 種類で、関西空港からは JR 特急に乗り継げば 2 時間半の距離である。紀勢線は白浜 IC か
ら、無料の自動車道としてすさみ町まで延伸し、すさみ南 IC が終点となっている。ここには道
の駅すさみとエビとカニの水族館がある。すさみ IC は、地域活性化 IC であり自治体独自の予
算（過疎債）で IC を設け、多くの観光客を集客し地域経済の活性化を狙いとしている。すさみ
町には、温泉施設、海水浴場、ホテル、民宿がある。地域振興イベントとしてイノブータン王






































































図‐3 イノブータン王国   図‐4 すさみビルフィシュ  図‐5 Ride on Susami 


































の観光資源発掘という観点から、まず地域観光資源 SWOT 分析を行い、その後「すさみ IC・す
さみ南 IC」開通前と開通後の交通量調査、イノブータン王国建国祭の入場者調査、道の駅すさ























線が開通する以前の 2013 年から紀勢線開通直後の 2016 年度、観光客の動向が安定した 2019 年





























































る。IC はすさみ町内に 2 ヶ所設置され、そのうち１ヶ所が地域活性化 IC であり、もう一方が























































































居住地域 2013 年 5 月 2016 年 5 月 
田辺市 25.3％ 18.3% 
大阪府 16.7% 13.3% 
すさみ町 15.1% 20.6% 
白浜町 10.2% 7.6% 
上富田町 8.6% 3.1% 
串本町 3.2% 3.1% 
和歌山市 3.2% 7.6% 
古座町 1.1% 0% 
奈良県 0.5% 5.3% 
上記以外 16.1% 13.0% 
合計 100% 100& 
移動手段  
自家用車 86% 87.8% 
JR 電車 7% 0.8% 
その他 7% 11.4% 
合計 100% 100% 
来場者数 8096 名 5567 名 
ナンバー 2016 年 3 月 2018 年 2 月 
和歌山県 55% 44% 
大阪 10% 11% 
和泉 7% 7% 
なにわ 6% 11% 
神戸 6% 5% 
堺 2% 8% 
奈良 2% 6% 
京都 2% 5% 
名古屋 2% 4% 
姫路 1% 1% 
岐阜 1% 1% 
三重 1% 4% 
その他 5% 4% 




表‐6 すさみ町内国道 42 号交通量調査 
調査名 調査年度 調査場所 上下線交通量総数 
国土交通省道路交通センサス 2010 年 すさみ町内の国道 42 号 2894 台 




観光地 宿泊施設数 宿泊客収容人数 
白浜町 192 か所 15,843 名人 
串本町 69 か所 3,535 人 
すさみ町 10 か所 483 人 
（出展：和歌山県 平成 30 年 観光客動態調査報告書を参考に筆者が作表） 
 
下記の 4 種の調査は、2019 Ride on Susami（2019 年 10 月 19・20 日開催）の参加者に行っ
たアンケート結果（参加者は約 700 人で回答者は 497 人）である。 
 




















移動手段 回答数 割合(%) 
自家用車 435 87.5 
レンタカー 22 4.4 
自転車 19 3.8 
JR 電車 17 3.4 
その他 1 0.2 
回答無し 3 0.6 
合計 497 100 
居住地域 回答数 割合(%) 
和歌山県 200 40.2 
大阪府 141 28.4 
兵庫県 34 6.8 
京都府 23 4.6 
奈良県 10 2.0 
滋賀県 3 0.6 
その他 35 7.0 
合計 497 100 
宿泊関係 回答数 割合 
日帰り 216 43.5% 
1 泊 232 46.7% 
2 泊以上 35 7.0% 
回答無し 14 2.8% 





地域観光資源 SWOT 分析と 11 種類(表-2～12)のデータによる分析の結果、様々な事象を確認
することができた。イノブータン建国祭は 33 年間連続で開催されている最大の恒例行事であ







リストである。こういった背景から、すさみ町は 2017 年から Ride on Susami（サイクリング
大会）が開催し、初年度のエントリー数（有料）は 500 名で、2019 年は約 700 名であった。こ
の大会で観光客がすさみ町で支出した額は 5,000 円が一番多く、単純合計計算で 350 万円であ
る。すさみ町内の宿泊に関しては、1 泊が 232 名で 2 泊以上が 35 名である。単発のイベントで
あるため、長期的に大きな影響を及ぼす財政収入にはなっていない。 
すさみ町内の交通量の変化では、道の駅すさみ前交差点の串本方面上下線は紀勢線利用が約
9,100 台に対し、平松交差点の串本方面上下線では国道 42 号利用が約 2,400 台であり、紀勢線



























2010 年に行われた国土交通省道路交通センサスによると、国道 42 号串本町・すさみ町線の
交通量は昼間 12 時間自動車類交通量の上下合計台数は 2894 台である。本調査が実施した 2016





表‐12 紀勢線開通による国道 42 号沿線（すさみ町内）のストロー効果の影響 
国道 42 号区間 ストロー効果 その他 
日置大橋交差点～平松交差点 マイナス影響なし 沿線商店がない 
平松交差点～道の駅すさみ前交差点 大きな影響なし 沿線商店が少ない 









4  結論・考察 




と期待された。しかし、開通前 2013 年の来場者は 8096 名で、開通後の 2016 年は 5567 名、2018





























































1）2017 年 3 月の国土交通省観光庁の旅行・観光産業の経済効果に関する調査研究によると、
観光消費がもたらす生産波及効果（直接効果を含む）は 52.1 兆円、このうちの付加価値効
果は 25.8 兆円であり、これにより 440 万人の雇用効果があるという結果となった。 
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